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あいりん地域まちづくり会議 

労働施設検討会議議事のあらまし 

（ 令 和 ７ 年 度 ） 

 

 

 

○ 労働施設検討会議開催概要（令和７年４月～）･････････････････････････････････････････１ 

○ 新労働施設の空間活用見直しの方向性について(案)･･････････････････････････････････････3 

 

 



令和８年３月 

 

労 働 施 設 検 討 会 議 開 催 概 要 に つ い て 

（第６９回労働施設検討会議以降） 

 

〔第６９回〕令和７年５月７日 

【議題】 

・これまでの振り返りについて 

 

【説明内容】 

○解体工事の凍結によって、この４年間、議論再開のタイミングを見極めていた。 

○新労働施設の建設に向けては、基本計画・基本設計・実施設計の三段階を経て進

め、基本計画は施設規模の見直しや運用面、費用負担などを含めた整理が必要。 

○施設の建設に向けて、地域の委員や有識者の意見をもとに丁寧に議論を進めてい

く。 

○地域では、日雇労働者が減少する一方、外国人、障がい者、高齢者、課題を抱えた

若者などが増加。 

今後の検討に向けた課題として、これらのニーズに対応するワンストップ相談窓口

の規模や体制について議論が必要。 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

〔第７０回〕令和７年７月２９日 

【議題】 

○ワンストップ相談窓口の設置検討（案）について 

○生活保護関連相談、結核健診機能の設置検討について 

 

【説明内容】 

○ワンストップ相談窓口の機能、運用イメージを提案。 

・ワンストップ相談窓口では、総合窓口、個別相談窓口の２段階で相談者に対応す

ることを想定。 

・ワンストップ相談窓口の運営は、入居する団体（国・府・市・区等）によること

を前提とし、窓口の担い手は様々な運営主体の参画による編成を検討。 

○西成区は、区保健福祉センター分館にある生活保護相談窓口、結核検診機能を新労

働施設へ移転する方向で検討。 

○大阪労働局は、寄り場・駐車場について関与する。 

ただし、日雇労働市場が縮小してきている状況を踏まえ、必要となる面積は引き続

き調整が必要。 

 

【地域からの主な意見】 

○生活困窮者の自立支援窓口である「はぎさぽーと」の機能の一部を、新労働施設に

おけるワンストップ相談窓口に設置できないか検討してほしい。 

○新労働施設の駐車場の必要台数については調査が必要。 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

〔第７１回〕令和７年１１月２５日 

【議題】 

〇新労働施設の機能、面積の見直し及び共用施設の管理方法に係る検討状況について 

 

【説明内容】 

○今後の基本計画の見直しに向け、現在の検討状況を説明。 

①新労働施設（オープンスペース待合等）の機能・面積 

②共用施設の管理方法 

③新労働施設の今後の方向性（目指す姿等） 

○野宿生活者の滞在対策、地域での受入れ対応については、就労福祉専門部会での検

討を依頼。 

 

【地域からの主な意見】 

○日雇い現金求人数の減少については、コロナ禍などの影響だけではなく、現在の仮

１ 



移転施設に移転したことにより、駐車場での求人活動が行いにくいことが要因では

ないか。 

○SNS 求人の増加によって、事業者から労働者に対する労働条件等の説明が不十分な

状況となっている。 

○新労働施設の管理については、管理者側の発想だけでなく、野宿者の対応を始め慎

重に議論するべき。 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

〔第７２回〕令和７年１２月２２日 

【議題】 

〇新労働施設の機能、面積の見直し及び共用施設の管理方法に係る検討状況について 

 

【説明内容】 

○前回に引き続き、新労働施設の機能、面積の見直しについて意見交換。 

〇今後の検討の進め方を説明。 

○大阪労働局から、新労働施設に対する国の関与について説明。 

 

【地域からの主な意見】 

○前回会議の内容では施設の面積が減らされているとしか映らなかった。 

オープンスペース待合の具体的な活用方法など、労働と福祉が上手く連携する姿を

具体的に説明してほしい。 

○就労が困難な方の相談に対して、相談窓口から生活保護や障がい福祉、生活困窮の

担当窓口へ効率的に繋げられるような仕組みが必要。 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

〔第７３回〕令和８年２月１９日 

【議題】 

○新労働施設における効果的な空間活用の考え方について 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

〔第７４回〕令和８年３月２３日 

【議題】 

○新労働施設の空間活用見直しの方向性について（案） 

 

２ 
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